
対
応

を
求
め
る
事
項
に
つ

い
て

（
環
影

第
2
号

（
令
和

6
年
5
月

2
9
日

付
け
）

）
回
答

１
 
各

種
資

料
の

提
供

に
つ

い
て

・
減

水
が
確

認
さ
れ

た
地
域

の
地
下

水
の
賦

存
量

の
試
算

及
び
総

減
水
量

の
試
算

・
試

算
の

元
に

な
る

と
考
え
ら

れ
る
、
現
地

で
計

測
し
た

デ
ー
タ

の
種
類

や
計

測
方

法
は

前
回

（
5
/
2
9
環

境
影

響
評

価
審

査
会

　
地
盤
委

員
会
）
に
お

い
て

報
告
し

た
通
り

で
あ
る

。
・

試
算
方

法
や

試
算

結
果
の
有

効
性
ま
た
は

代
替

と
な
る

デ
ー
タ

の
有
無

等
に

つ
い

て
は

、
別

途
相

談
さ

せ
て

い
た

だ
き

た
い

。

・
現

時
点

の
ト

ン
ネ

ル
内

の
状

況
（

①
湧

水
箇

所
、

②
薬

液
注

入
実

施
箇

所
、

③
覆

工
コ

ン
ク

リ
ー

ト
施

工
箇

所
、
④

防
水
シ

ー
ト
施

工
箇
所

な
ど
）

・
①

及
び

②
に

つ
い

て
は
、
現

在
の
主
な
湧

水
区

間
と
注

入
の
施

工
予
定

区
間

を
、

今
回

（
6
/
4
環

境
影

響
評

価
審
査

会
　

地
盤

委
員
会
）

、
提
示
す
る

。
・

③
及
び

④
に

つ
い

て
は
、
前

回
、
別
紙
1
-
1
に
て

提
示
し
た

通
り
で

あ
る
。

・
①

～
④

に
つ

い
て

は
、
今
後

も
進
捗
を
提

示
す

る
。

・
工

事
の
進

捗
（
切

羽
の
位

置
）
と

湧
水
量

の
地

下
水
位

の
低
下

の
相
関

関
係
が

分
か

る
資
料

・
観

測
井

と
共

同
水

源
の
地
下

水
位
の
計
測

結
果

（
時
系

列
デ
ー

タ
）
は

、
前

回
、

別
紙

8
-
4
と
別

紙
2
-
4

に
て

提
示

し
た

通
り

で
あ
る
が

、
工
事
の
進

捗
（

切
羽
の

位
置
）

と
湧
水

量
及

び
工

事
の

進
捗

（
切

羽
の

位
置

）
と

観
測

井
の

地
下
水
位

の
計
測
結
果

の
グ

ラ
フ
は

、
デ
ー

タ
を
取

り
ま

と
め

て
別

途
提

示
す

る
。

・
昨

年
１
２

月
以
降

の
切
羽

の
観
察

記
録
及

び
湧

水
の
有

無
・

今
回

、
切
羽

観
察

簿
を
提
示
す

る
。

・
地

下
水
位

デ
ー
タ

（
①
時

間
的
・

②
面
的

な
変

化
）

・
①

に
つ

い
て

は
、

今
回
、
「

９
．
5
/
3
1
時

点
に

お
け
る

当
社
が

行
っ
て

い
る

対
応

の
進

捗
状

況
」

に
て

提
示

す
る

。
・

②
の
ま

と
め

方
に

つ
い
て
は

、
別
途
相
談

さ
せ

て
い
た

だ
き
た

い
。

・
湿

地
の
観

測
デ
ー

タ
・

今
回
、

湿
地

2
3
（

瑞
浪
市
内

の
掘
削
済
み

区
間

）
の
調

査
結
果

（
水
位

）
を

提
示

す
る

。
な

お
、

湿
地

2
3
の

位
置

に
つ

い
て

は
、
湿
地

に
生
育
・
生

息
す

る
希
少

種
の
保

護
の
観

点
か

ら
委

員
限

定
で

提
示

す
る

。

・
本

事
案

に
係

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

お
い

て
異

常
を

把
握

し
て

か
ら

、
こ

れ
ま

で
に

講
じ

た
対

応
と

そ
の

成
果

・
こ

れ
ま

で
に

講
じ

た
対
応
に

つ
い
て
、
今

回
、

「
９
．

5
/
3
1
時
点

に
お
け

る
当

社
が

行
っ

て
い

る
対

応
の

進
捗
状

況
」

に
て

提
示
す
る

。

・
山

梨
リ
ニ

ア
実
験

線
や
他

の
山
岳

（
鉄
道

）
ト

ン
ネ
ル

工
事
に

起
因
す

る
減
水

事
例

の
状
況

と
対

応

・
山
梨

実
験
線
に

お
け
る
状

況
に

つ
い

て
は
、

前
回

提
示

し
た

資
料

2
-
2
の

N
o
.
1
4
に

記
載

の
通

り
で

あ
る
。

・
そ
の

他
の
事
例

に
つ
い
て

は
、

調
査

中
で
あ

る
。

【
前
回

提
示
し
た

資
料
2
-
2
の

N
o
.
1
4
】

・
山
梨

実
験
線
で

は
、
あ
る

程
度

の
出

水
の
可

能
性

は
把

握
し

て
い

ま
し

た
の

で
、

観
測

井
を
設

け
、

監
視

し
て
い

ま
し
た

。
減
水
の

兆
候
が
見

ら
れ

た
際

は
、
必

要
に

応
じ

て
応

急
措

置
を

行
い

ま
し

た
。

そ
の
後

、
ト

ン
ネ

ル
掘
削

と
の
因

果
関
係
が

認
め
ら
れ

た
の

で
、

ト
ン
ネ

ル
掘

削
完

了
後

の
状

況
を

踏
ま

え
、

恒
久

対
策
を

実
施

し
ま

し
た
。

山
梨
実

験
線
で
は

、
対
策
実

施
後

に
河

川
流
量

な
ど

の
調

査
を

行
っ

て
い

な
い

た
め

回
復

の
有
無

は
不

明
で

す
が
、

恒
久
対

策
と
し
て

、
地
域
の

皆
さ

ま
に

ご
不
便

を
お

掛
け

し
な

い
よ

う
に

、
代

替
井

戸
の

設
置
な

ど
新

た
な

水
源
を

確
保
す

る
対
策
を

実
施
い
た

し
ま

し
た

。

資料２－２
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答

２
 
影

響
範

囲
の

把
握

に
つ

い
て

地
下

水
位

の
低

下
に

伴
う

周
辺

地
域

の
環

境
影

響
の

広
が

り
に

つ
い

て
、

実
態

把
握

す
る

た
め

の
調

査
が

必
要

で
あ

り
、

そ
の

際
、

以
下

に
例

示
す

る
点

に
つ

い
て

適
切

な
影

響
範

囲
を

想
定

し
た

上
で

行
わ

れ
た

い
。

・
井

戸
や
た

め
池
の

減
水

・
地

表
面
や

湿
地
の

変
状

・
水

田
の
水

位
低
下

・
調

査
地

点
に

つ
い

て
は
、
今

後
、
増
や
し

て
い

く
こ
と

を
考
え

て
い
る

が
、

具
体

的
な

場
所

、
方

法
に

つ
い

て
は

、
ト

ン
ネ

ル
工
事
や

水
文
調
査
に

精
通

し
た
コ

ン
サ
ル

タ
ン
ト

等
と

相
談

し
て

決
め

て
い

く
。

３
 
原

因
究

明
に

つ
い

て

地
下

水
位

の
低

下
の

原
因

に
つ

い
て

、
以

下
に

例
示

す
る

観
点

か
ら

調
査

・
分

析
の

上
、

ト
ン

ネ
ル

湧
水

以
外

が
要
因

と
な
っ

て
い
る

可
能
性

も
含
め

原
因

を
究
明

さ
れ
た

い
。

・
総

湧
水
量

・
地

下
水
の

状
況
（

時
間
的

・
面
的

な
変
化

）
・
井

戸
と
湧

水
の
水

質
比
較

・
地

層
や
切

羽
な
ど

の
状
況

（
亀
裂

の
状
況

、
帯

水
層
や

水
み
ち

 
な
ど

）
・
ト

ン
ネ
ル

掘
削
時

の
構
造

・
工
法

選
択
や

薬
液

注
入
タ

イ
ミ
ン

グ
の
適

否

・
総

湧
水

量
に

つ
い

て
は
、
本

資
料
「
１
　

各
種

資
料
の

提
供
に

つ
い
て

」
の

項
目

1
で

回
答

し
た
通

り
で

あ
る

。
・

地
下
水

の
状

況
に

つ
い
て
は

、
本
資
料
「

１
　

各
種
資

料
の
提

供
に
つ

い
て

」
の

項
目

5
で

回
答
し

た
通

り
で

あ
る

。
・

井
戸
と

湧
水

の
水

質
比
較
に

つ
い
て
は
、

デ
ー

タ
を
取

り
ま
と

め
て
別

途
提

示
す

る
。

・
地

層
や

切
羽

な
ど

の
状
況
に

つ
い
て
は
、

本
資

料
「
１

　
各
種

資
料
の

提
供

に
つ

い
て

」
の

項
目

4
で
回

答
し

た
通

り
で

あ
る

。
・

ト
ン
ネ

ル
掘

削
時

の
構
造
・

工
法
選
択
に

つ
い

て
は
、

本
資
料

「
１
　

各
種

資
料

の
提

供
に

つ
い

て
」

の
項

目
4
で

回
答

し
た
通

り
で
あ
る
。

ま
た

、
薬
液

注
入
タ
イ

ミ
ン
グ

の
適
否
に

つ
い
て

は
、

前
回

提
示

し
た

資
料
2
-
2
の
N
o
.
7
に
記

載
の
通
り
で

あ
る

。
・

ト
ン
ネ

ル
掘

削
工

事
と
の
関

係
に
つ
い
て

は
、

例
示
さ

れ
た
観

点
も
踏

ま
え

て
、

引
き

続
き

専
門

家
に

相
談

し
な

が
ら

原
因

究
明
に
取

り
組
む
。

【
前

回
提

示
し

た
資

料
2
-
2
の
N
o
.
7
】

・
当

社
と

し
て

は
、

別
紙
4
-
1
に
記
載

し
た

環
境
保

全
措
置
を

行
い
な

が
ら
慎
重

に
掘
削

し
て

い
ま

し
た

が
、

2
月

中
旬
に

ト
ン
ネ

ル
湧
水
が
発

生
し

、
観
測

井
の
水
位

低
下
を

確
認
し
、

共
同
水

源
や

個
人

井
戸

の
水

位
低
下

を
確

認
し

ま
し
た
。

井
戸
等
の
水

位
低

下
を
確

認
し
た

時
点
で

は
、

地
質

が
脆

弱
な

区
間

を
掘

削
し

て
い

た
た

め
、

安
定
し
た

地
質
の
箇
所

ま
で

掘
り
進

め
て
か

ら
対
策

を
取

る
こ

と
と

し
、

安
定

し
た

地
質

の
箇

所
ま

で
掘

り
進
め
ま

し
た
。

・
そ

の
間

、
上

水
道

工
事
等
を

進
め
、
住
民

の
皆

さ
ま
の

生
活
に

支
障
を

き
た

さ
な

い
よ

う
対

応
い

た
し

ま
し

た
。

・
現

在
、

ト
ン

ネ
ル

湧
水
を
減

少
さ
せ
る
目

的
で

注
入
作

業
を
行

っ
て
い

ま
す

。
ま

た
、

代
替

水
源

と
な

る
新

し
い

井
戸

（
深

井
戸
）
の

設
置
を
工
事

を
行

っ
て
い

ま
す
。

対
応
や

検
討

の
状

況
を

、
随

時
、

地
域

の
皆

様
や

関
係

自
治

体
に
ご
報

告
し
、
き
め

細
か

く
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
を

取
り

な
が

ら
、

真
摯

に
対

応
し

て
ま

い
り

ま
す

。
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答

４
 
応

急
対

策
に

つ
い

て

水
位

低
下
に

よ
り
水

の
確
保

に
支
障

を
来
さ

な
い

よ
う
、

速
や
か

に
以
下

の
対
策

を
行

わ
れ
た

い
。

（
１

）
生
活

用
水
の

確
保

住
民

生
活

や
地

域
の

防
災

活
動

等
に

支
障

を
来

さ
な

い
よ

う
、

住
民

の
意

向
を

踏
ま

え
、

上
水

道
の

引
込

工
事

そ
の
他

有
効
な

応
急
措

置
を
実

施
し
、

生
活

用
水
の

量
と
質

の
確
保

・
こ

れ
ま

で
も

実
施

し
て
お
り

、
今
後
も
個

人
井

戸
を
所

有
す
る

皆
さ
ま

等
の

お
話

を
伺

い
な

が
ら

、
適

宜
、

応
急

措
置

と
し

て
の
上
水

道
を
ご
利
用

い
た

だ
く
た

め
の
工

事
を
実

施
す

る
。

（
２

）
農
業

用
水
の

確
保

農
業

に
支
障

を
来
た

さ
な
い

よ
う
、

農
家
の

意
向

を
踏
ま

え
、
速

や
か
か

つ
丁
寧

に
対

応

・
前

回
提

示
し

た
資

料
2
-
2
の
N
o
.
1
6
に
記
載

の
通

り
で
あ

る
。

【
前

回
提

示
し

た
資

料
2
-
2
の
N
o
.
1
6
】

・
万

が
一

、
水

田
の

水
位
に
減

少
傾
向
が
見

ら
れ

た
場
合

に
は
、

応
急
措

置
と

し
て

、
代

替
水

源
を

確
保

す
る

対
策

が
必

要
と

考
え
て
い

ま
す
。
先
ず

、
ど

の
よ
う

な
対
策

が
取
り

得
る

の
か

、
地

元
の

皆
様

や
関

係
自

治
体

と
相

談
さ

せ
て
い
た

だ
き
た
い
と

考
え

ま
す
。

恒
久
対

策
に
つ

き
ま

し
て

は
、

ト
ン

ネ
ル

工
事

完
了

後
の

状
況

を
踏

ま
え
、
関

係
す
る
方
々

の
ご

意
見
を

伺
い
な

が
ら
実

施
い

た
し

ま
す

。

（
３

）
事
業

用
水
の

確
保

事
業

活
動
に

支
障
を

来
た
さ

な
い
よ

う
、
事

業
者

の
意
向

を
踏
ま

え
、
速

や
か
か

つ
丁

寧
に
対

応

・
前

回
提

示
し

た
資

料
2
-
2
の
N
o
.
1
0
に
記
載

の
通

り
で
あ

る
。

【
前

回
提

示
し

た
資

料
2
-
2
の
N
o
.
1
0
】

・
井

戸
を

使
用

さ
れ

て
い
る
事

業
者
に
つ
き

ま
し

て
は
、

個
別
に

対
応
し

て
い

ま
す

。
市

と
情

報
共

有
や

必
要

に
応

じ
相

談
を

さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す

。

５
 
被

害
拡

大
防

止
に

つ
い

て

（
１

）
止

水
対

策
と

し
て

行
う

薬
液

注
入

に
つ

い
て

は
、

「
薬

液
注

入
工

法
に

よ
る

建
設

工
事

の
施

工
に

関
す

る
暫

定
指

針
」

（
昭

和
４

９
年

７
月

建
設

省
）

に
基

づ
き

、
水

質
へ

の
影

響
を

低
減

し
な

が
ら

進
め

ら
れ

た
い
。

ま
た
、

以
下
に

つ
い
て

報
告
さ

れ
た

い
。

・
湧

水
量
、

地
下
水

位
、
周

辺
地
下

水
の
水

質
を

定
期
的

に
把
握

し
た
結

果
・
薬

液
注
入

の
有
効

性
を
確

認
し
た

結
果

・
5
月

2
0
日

よ
り

一
次
注

入
を
実
施
し

て
お

り
、
5
月
末
ま

で
に
約

6
0
ｍ

の
注

入
作
業

を
完

了
し
た

。
・

二
次
注

入
に

つ
い

て
は
、
「

薬
液
注
入
工

法
に

よ
る
建

設
工
事

の
施
工

に
関

す
る

暫
定

指
針

」
（

昭
和

４
９

年
７

月
 
建

設
省
）

を
前
提
に
作

業
内

容
を
検

討
し
て
お

り
、
準

備
出
来
次

第
、
地

元
・

岐
阜

県
・

瑞
浪

市
へ
説

明
の

う
え

で
開
始
す

る
。
結
果
等

は
別

途
報
告

す
る
。

（
２

）
薬
液

注
入
の

効
果
が

認
め
ら

れ
な
か

っ
た

場
合
の

対
応
を

予
め
検

討
さ
れ

た
い

。
・

施
工
会

社
と
有

効
な
方
策

の
有
無
を
含
め

て
検
討
す

る
。



対
応

を
求
め
る
事
項
に
つ

い
て

（
環
影

第
2
号

（
令
和

6
年
5
月

2
9
日

付
け
）

）
回
答

６
 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

つ
い

て
モ
ニ

タ
リ
ン

グ
に
つ

い
て
、

以
下
に

例
示
す

る
点

を
勘
案

し
適
切

に
実
施

さ
れ
た

い
。

・
適

切
な

影
響

範
囲

を
想

定
し

た
上

で
、

①
観

測
井

の
新

設
、

②
水

田
の

水
位

の
計

測
、

③
水

収
支

の
把

握
、

④
モ
ニ

タ
リ
ン

グ
地
点

の
追
加

な
ど
の

計
画

の
早
急

な
策
定

・
計

画
を

検
討

中
で

あ
り
、
具

体
化
し
て
報

告
す

る
。

・
な

お
、

①
お

よ
び

④
は
新
設

・
追
加
し
、

②
は

観
測
井

4
の

活
用
、

③
は

本
資

料
「
７
　

水
環

境
の

保
全

に
向

け
た

検
討

に
つ

い
て
」
に

記
載
し
た
方

針
で

検
討
し

て
い
る

。

・
現

状
か
ら

の
変
動

を
確
実

に
把
握

で
き
る

体
制

の
整
備

・
観

測
井

や
共

同
水

源
の
地
下

水
位
の
計
測

を
継

続
実
施

す
る
と

共
に
、

一
部

の
個

人
井

戸
の

定
期

計
測

を
行

っ
て

い
る

。
・

ま
た
、

ト
ン

ネ
ル

坑
内
で
発

生
す
る
湧
水

量
の

測
定
に

つ
い
て

、
精
度

向
上

を
検

討
し

て
い

る
。

・
モ

ニ
タ
リ

ン
グ
で

異
常
を

把
握
し

た
際
の

対
応

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
で

異
常
を
把

握
し
た
際
は

、
地

元
・
岐

阜
県
・

瑞
浪
市

に
速

報
す

る
と

共
に

、
対

策
を

検
討

・
実

施
す

る
。

７
 
水

環
境

の
保

全
に

向
け

た
検

討

瑞
浪

市
大

湫
町

地
内

の
ト

ン
ネ

ル
工

事
に

お
け

る
、

水
資

源
へ

の
影

響
の

程
度

や
回

復
の

将
来

予
測

の
た

め
、

調
査

・
観

測
デ

ー
タ

の
分

析
と

と
も

に
地

域
の

水
環

境
の

状
況

を
把

握
す

る
水

文
調

査
（

地
下

水
や

地
表

水
の
状

況
）
や

水
収
支

解
析
に

つ
い
て

検
討

し
、
実

施
さ
れ

た
い
。

・
施

工
会

社
や

専
門

業
者
等
と

相
談
・
検
討

を
行

う
。
























































































































































